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都市計画の変更に関する説明会

○都市計画道路牧野高槻線（主に枚方市域）
○都市計画道路京都守口線

大 阪 府
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１．都市計画道路牧野高槻線の概要

２．都市計画道路牧野高槻線（枚方市域）の主な変更点

３．都市計画道路京都守口線の主な変更点

４．環境影響評価

５．都市計画決定までの流れ

６．事業の進め方
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１ 都市計画道路牧野高槻線の概要
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路線概要（変更後）
◆枚方市域と高槻市域を結ぶ路線。 現在、枚方大橋から北は京都府八幡市の
御幸橋まで約１２ｋｍ離れている ことから、本路線は、
１）枚方大橋に集中する交通の分散や渋滞緩和
２）淀川で分断されている地域間の交流促進
３）防災面の機能強化 などに寄与する路線

◆延長：約１５３０ｍ
◆幅員：２６ｍ（標準幅員）
◆車線数：４車線
◆起点：枚方市渚内野４丁目（府道京都守口線）
◆終点：高槻市前島２丁目（都市計画道路十三高槻線）

説明会場
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２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

※会場の壁に貼り付けている平面図と同じ、変更前後を示した平面図。

淀川渡河部 取り付け部

・車線数の変更なし
・幅員を縮小
現行27m ⇒ 変更26m 

・車線数を変更
現行 6車線 ⇒ 変更 4車線

・幅員を縮小
現行 38m～50.5m

⇒ 変更 29m～40m

至
枚方市駅

至
樟葉駅

淀川

渚水みらいセンター
枚
方
市

高
槻
市

市
境
界



標準横断図（淀川渡河部） （単位：mm ）
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２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

参考図
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淀川左岸堤防から府道京都守口線接続部までの間は、車線数の減少や現行の技術基準への
見直しにより、下図のように、現在の都市計画幅員（青線）の範囲内で平面線形や幅員等を変更。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

至枚方市駅

至
樟葉駅

渚水みらいセンター

参考図
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○取り付け部の内、淀川側の渡河橋と接続するために嵩上げ式とする
区間は、 沿道利用のために副道を設置する計画。

⇒標準部の横断構成に加え、両側に副道の標準幅を確保。

副道部副道部

取り付け部横断図（Ａ - Ａ断面） （単位：mm ）

本線部

標準部の横断構成と同じ、4車線＋歩道＋自転車道で
26.3ｍ

道路幅5.0m
構造物幅0.6m

道路幅5.0m
構造物幅0.6m

総幅員 ３７．５ｍ

２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

参考図



○取り付け部の内、京都守口線との接続部付近は、平面交差となるため、
副道がない幅員構成で計画。

⇒左折レーンを２車線とし合計５車線を確保。

取り付け部横断図（Ｂ -Ｂ断面） （単位：mm ）

北に向かう左折車両の需要に対処するため、交差部では
左折レーンを2車線確保する計画。

Ｂ

Ｂ

朝夕のピーク時で、左折車両を約１０００台/時と推定。

２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

参考図
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変更前後における都市計画による制限（建築制限等）の有無

明示申請時や事業着手時の測量等により若干のズレがあります。

変更により新たに都市計画区域となるエリア

変更により都市計画区域から外れるエリア

現在も変更後も都市計画区域内のエリア

２ 都市計画道路 牧野高槻線（枚方市域） の主な変更点

牧野高槻線で、変更によ
り新たに都市計画区域と
なるエリアはありません。

※京都守口線はあります。⇒15ページ

至枚方市駅

至
樟葉駅

渚水みらいセンター

参考図
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３ 都市計画道路 京都守口線の主な変更点

※会場の壁に貼り付けている平面図と同じ、変更前後を示した平面図。

・都市計画道路牧野高槻線との接
続部（約４００ｍ）で、現行の規定に
合わせて、幅員を変更。

至
枚方市駅

至
樟葉駅

渚水みらいセンター
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牧野高槻線に向かう右折車の需要に対処するため、右折レーンを２車線確保し、
合計５車線とする計画。

⇒京都守口線の標準幅員２２ｍに対し、本交差点部は２３ｍ確保

取り付け部横断図（C - C断面） （単位：mm ）

Ｃ

朝夕のピーク時で、右折車両を約９００台/時と推定。

※２車線ある右折レーンの内、
１車線は、今後の警察協議
により、直進と右折ができる
車線にする可能性があります。

３ 都市計画道路 京都守口線の主な変更点

Ｃ

参考図
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変更前後における都市計画による制限（建築制限等）の有無

明示申請時や事業着手時の測量等により若干のズレがあります。

３ 都市計画道路 京都守口線の主な変更点

至
枚方市駅

至
樟葉駅

変更により新たに都市計画区域となるエリア

変更により都市計画区域から外れるエリア

現在も変更後も都市計画区域内のエリア

参考図
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■環境アセスメントについて

●牧野高槻線（枚方市域）は４車線かつ長さ１キロメートル以上となるが、
牧野高槻線は、条例が施行される前に決定された都市計画道路であり、
車線数の増加がないことから、アセスの対象外。
●京都守口線は、法、府条例、市条例とも延長が短いことから、対象外。

対象外ではあるが、事業者として、任意で環境影響評価を実施する。

ⅱ）大阪府環境影響評価条例

対象路線：一般国道等 ４車線以上かつ長さ３キロメートル以上

ⅲ）枚方市市環境影響評価条例

対象路線：一般道路及び自動車道 ４車線以上かつ長さ１キロメートル以上

ⅰ）環境影響評価法

対象路線：一般国道等 ４車線以上かつ長さ１０キロメートル以上
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４ 環境影響評価
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平成30年 7月20日（金）、21日（土） 地元説明会（枚方市域）

平成30年 8月10日（金） 府公聴会

平成30年11月（予定） 都市計画案の縦覧・意見書の提出（2週間）

平成31年2月（予定） 大阪府都市計画審議会

平成31年3月（予定） 都市計画決定

５ 都市計画決定までの流れ
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■都市計画変更に関する公聴会について

●公述申出期間
・平成30年7月18日（水）～8月1日（水）まで

●申出方法
・公述申出書の設置場所
大阪府計画推進課 窓口・ホームページ
枚方市都市計画課 窓口
・申出方法
大阪府計画推進課へ郵送又は持参

●公聴会の開催日
と き： 平成30年8月10日（金）14時から
ところ： 大阪府庁別館7階 （大阪市中央区大手前三丁目２－１２）
傍 聴： 住所、氏名及び電話番号を記載したはがき又は電子メール

により申込み（先着10名）
※公聴会は公述（意見を述べて）いただくものであり、説明会ではありません。

５ 都市計画決定までの流れ
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以下、QA用スライド

６ 事業の進め方

事業区間：市境界 ～ 牧野長尾線（とうかえでの道）交差部
延 長：約２．７ｋｍ（牧野高槻線約１．２ｋｍ、京都守口線約１．５ｋｍ）
標準幅員：牧野高槻線２６．３ｍ、京都守口線２２．０ｍ

（牧野高槻線）
○全区間実施を予定
・枚方市域 約１．２ｋｍ

（京都守口線）
・今回都市計画変更区間 約４００ｍ
・変更区間の南側 ⇒ すり付け区間 約１００ｍ
・変更区間の北側 ⇒ 牧野長尾線（とうかえでの道）までの約１，０００ｍ

合計 約１．５ｋｍ
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今回の手続き

用地測量・詳細設計 土地の境界確定と合わせ、道路に必要な範囲の確定

物件調査・用地買収 土地や建物の調査を行い、用地補償の契約

道路工事 関係者に工事の実施方法等の説明を行い、実施

都市計画変更；幅員・道路線形が確定（平成3１年3月予定）

都市計画変更後の流れ

○ 事業化手続き（建設事業評価、事業認可取得）

○ 調査・設計（現地測量、土質調査、予備設計等）⇒一部は都市計画変更前にも実施
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６ 事業の進め方


